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Keywords:都市交通計画、社会的ジレンマ、態度行動変容、新技術の社会的受容

研究室の目標: 心理学を援用して社会的ジレンマを緩和すること
当研究室では、まちの様々な問題の解決・緩和に向けて、心理学を援用しつつ、政策・実践
に貢献することを目指した理論的・実務的研究を行っています。

研究トピック:最近の研究テーマ例です。

研究室の特徴: 
 学会・他大学・他機関との共同研究・イベント等で、みんなでどこかに行く機会が多いこと。

https://shakosv.sk.tsukuba.ac.jp/Labo/ayakolab/
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